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11本応用心JJIl学会第 661"，1大会第 1Hにー運営委

員会および総会が聞かれ.常任運営委員会提出の!京

案は承認された。また，引き続き行われた総会では，

運営委員会承認事項がすべて承認された。

日本応用心理学会 1999年度運営委員会

日 H寺 1999'=1ユ9月111.:1 C上) 11: 15 ~ 12 : 15 

場 Jvr 東京悶際大学第lキャンパス 1~-}館 122 教本

1. I')il会

2. 会長挨拶稲毛教子東京国際大学教授

3.議長選出事務局長推薦により稲毛会長を選任。

4 報告事項

1) 事業報告

(1) 会員の奥田jおよび会費の納入状川について

(荻野事務局長)

(2) 規則の改訂および新規程について(荻野事

務局長)

i 認定「応用心理士」認定審査委員会規則1;f:~

4条lJsfの改訂

CIEI) 委員長は委員の互選による。

(改正n委員長は本学会常任理常委員会
で選出する。

11 国際交流委員会の発足と規程

111 シンポジウム委員会の発足とl児科

lV 広報委員会の発足と規程

v 研修委員会の発足と規程

(3)委員会報告

機関誌編集委員会(越河委員)

25，26，27号の発行を予定。J交仙および執

筆規1'!i!の改定を検討"1]， 

ii 認定「応用心埋二LJ認定審査委員会 (1祈Jf.j

委員長)

1998年度に 27名を認定。現在の登録t'i

数 147名。申請番組の簡略化を行う。

111 学会員 ・奨励賞審査委員会 (百EFI委員長)

第1次選考としてー学会賞に]"))1一希広氏。

焚励賞にJFl紅(LIJ氏を第 1順位として推薦し

た。

lV 学会史編集委員会(村井委員長に代わり事

務局長)

事務局だより

補巡発hのために資料の発JJrr:. 収集を

行っている。

v 国際交流委員会(長塚委員長)

委員会および学会としての国際交流活動

の進め方を検討。|玉|際応用心坦い字会第 25

|旦|大会 (2002年 シンガポール)への会

員の参力11.1玉|際応心 OAAP)への入会の

促進. .4~'学会主催の国際シンポジウム . ~~W 

i孔共同研究等。

VI シンポジウム委員会(平野委員長)

公1')rJシンポジウム「子どもの発述環境に

おける訪問!芭J(1999年1月301=1)を問{住

(1応HI心暗!学研究25~ J J に掲載のT'ilJ。

Vll 広報委員会(林委員長)

ニュースレターを年』こ21旦|発行する予i.iニーである。

耐 研修委員会(大久保委員長)

研修会の目的，士、j象.方法， ]J司容. 11寺!剥

等について検討を始めていく。

2) 1998年度(第 651豆1)大会被告 (1干1rl-I，Iifj，人前

大会委員長)

大会決算報告

3) 11本心理ヤ諸ヲ会↑-I:¥-j連絡会について(林委員)

連絡会は|二|本心埋学諸'学会連fTの成立に伴

い ー Wí~ M~ のプ7 1"1) を検討している。

4) 11本心理学諸乍会連企について(稲毛会長)

連合の発;~と第 11旦|血事会の報告

5. 部;義司u貞

1) 1998年度決311について

荻野事務}"，)長. l i!i] H ~;ぷυ;t、m心邸1 上事務局長

による説明と. 111 本 ~:ii-Iit:委員による報告がなさ

れ，決算書を1氏招。

2) 1999年度予ZZについて

荻野事務}，，)長，岡村泌ii:J必m心主I!上事務局長
による説明がなされ予算曹を示認。

3) 名誉会員推薦について

大島貞夫. ，t，版弘之. iJ_lli!i]淳の 3氏の惟鶏を

y氏認。

4) 2001年度(第681亘1)大会開催校について

山手県立大学に依頼することをIK認。
6 閉会
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日本応用心理学会 1999年度総会

11 II.'j: 1999年9月111 1 (1:) 12: 15 ~ 13 : 15 

J幼 )~r :東京国際大学第1キャンパス 1:;IH'i 112教室

1 .開会

2.会長挨拶 稲毛教子東点国際大守:教授

3.議長選出 事務局長推薦により稲毛会長を選任。

4 被告事項

1) 事業報告

(1) 会員の奥動および会貨の納入状引について

(荻野事務局長)

(2)規則の改訂および新規科について(荻野事

務局長)

(3) 委員会報告

2) 1 998 年度(第 651':1 1) 大会報告 (1刊 I~I:J 門人前

大会委員長)

大会決算報告

3) 11本心理学諸学会11:-1連絡会について(林委員)

4) 卜|本心J]1学諸学会連介について(稲毛会長)

5. 秘説司↑:r _q~

1) 1998年度決算について

決算書を承認。

2) 1999年予算について

予r;[ ~I]i を 1 1え J忍。

3) 名誉会員州Jmについて
大向貞夫 rl~1J忠弘之，1山i心|岡淳の3氏の十H州推(f佐u郎I出与をy欣氏耐Jふ泌1必包
4心) 2却O∞O旧11年|ド二j度主 (第6回81厄回亘到1) 大会問{骨俄t作R校について

~.手県 " i~大学に依頼することをポ誌。

6. '学会11・:1足励11.授与

'苧会n[I:'JJI布広氏，焚励賞1-j:J紅1111氏に賞状と
11金が佼与された。

7. 1999 {"I-)~ (第671豆1)大会開催校挨修(坂野Ijlll会長)

8. 2000年度(第681亘1) 大会開催校校拶(制11江山

手県，'，大'学教授)

9. 1::;:1会

. 11 4>:~t.、J-I:I 心思!，学会認定 「応Jl'1心J]J ! _LJ 泌íi寝杏委

員会規HlI})II同

-国際交流委員会規程 別花j

・シンポジウム委員会規程 別掲

・広報委員会胤程 別掲

-研修委員会対H!i! })II掲

・第 651旦|大会決算報告 別掲

. 1998年度決算持 })II掲

. 19991:1二度予算書 )j ljj ~) 

日本応用心理学会認定「応用心理士」認定審査委員会規則

(趣旨)

出 1条 この規WIは， 1=1本応J:l:1心J11!予会JZ定 f)，L、J'l'1心とI!士JJ!C! íjJljllJJl)l~ l [1問'l2 条第 2 項に基づき. 11本!必J:l:1心JW乍

会Jd定 fj;iS J II 心理!上」 泌'Ji'Ifi~委員会 (以下 「認定審者t委員会J という。)に |具|し，必~な~r( J廷をlとめる。

(任務)

約 2条 認定審査委員会は. 11 本応 J J:J心山学会(以下 「本'字会」という 。 ) の会長が行う 11 本応J:I:I 心J~I !常会泌

ii fj;c;Jt-J心理土J(以下 f ).ぶJ:I~I . L、耳j! _LJ という 。 )の認定に |民l し.必~:な審査を行う 。

2 認定審査委員会は 11Îμj~の 'げFt'tの結果を， 本，']'，会会長に報告するもの とする。

(組織)

::む3条 認定審査委員会は.4正常会i'.li何委員会が推薦し本学会会長が任命した委員若下名をもって組織する。
2 委員の任期は2年と しーrl'iflを妨げない。ただし.出1[11として6年を趨えではならない。また， 22民

に欠員が生じた場合のiil1欠の委員の任期は，前任釘の残任刈JI::-Iとする。

(委員長)

約 4条 J4定審査委員会に委w長をw;:く。委員長は本学会常任Jlli'討委員会で選出する。
2 委員長は. Jß~犠脊委員会をmw し . その議長となる。

(会議)

~~ 5条 認定審査委員会は.委只の3分の2以上の山内により j
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する。ただし.可否IriJ数のときは I活ドーの決するところによる。

2 必Ji審査委員会における ~.&~n は非公 I::.J とする 。

(委員の遵守義務)

第6条 委員は.審査に闘し 公11:にその服務をわい， l[i~f先上矢11 ることのできた俗信を /11\ らしてはならない。

2 本学会会長は 委員のj並守すべき義務に11Jし.院督の!'.dTをhう。

(改正)

第 7条 この!淀川の改正は.泌定寝台委L，l会の;jiを経て‘4:γ会人生f.1;委員会でIJう。

附則 この規則lは， '11成5'1ニ9}J 11 11から実胞する。

(趣旨)

平成10'l9 } J 5 11 ー帝li改訂実施。

平成11士1::3川2611'/fli改訂実施。

日本応用心理学会国際交流委員会規程 (1999，3.26，常任運営委員会承認)

第 l条 此;}IJ心理学研究についての|ι|際交流の促進を図るために‘11本lぶ}II心JW'7:会(以下 「本学会」とい

う)に.国際交流委員会(以|ご「委民会Jという)を間く。

(組織)

第 2条 委員会の委員(以下 「安L，lJという)は，1王|際'7:会において研究発ぷの経験を有する者であって.そ

のiJニ';.&は5t，とする。
2 委員長は本学会常任起営委員会で選山する。

3 委員長は，j;f'i 1JJ'1の条件に，;去、ii寸る市fT:i1!if;委員より委員を指名する。ただし必要に応じて町常任m
何委員会の承認を1;1て述'討委1.-.1より委員を指名することができる。

4 委員の任期は2"1ニとする。ただし， rllfTを妨げない。

~~'i 3条 委員会にはー必裂にJ，L、じてい111祭交流委員会|あ}J員(以下 「協}J員jという)ど"1名を開くことができる。

2 協力員は 本学会員のr-r-'から.委u会の泌を経て委員長がJ旨名する。
3 Iお)J iえは 委員の|ごで委員会の業務を1IiIi{Jiする。

4 I湯}JQの任期は2年とする。ただしII}fTを妨げない。

第4条 国際交流委員会の事業は次ぎのとおりとする。

1. llil際応HJ心理'7:会話の J，L、川心Jlj!"tl州系の国際宇会とのJ引先あるいはIh!，} J 1，1; illJJ 
2 わが国の}，i.; J+J 心 Jlj l '''!:の J，~~~の 11 ' 1 際社会への周知l

3， llil際i14演会， 1主|際シンポジウムの l J:J fn~

4 広報1舌ill)J

5 その他，委員会が必~:と l泌めた事業

日本応用心理学会シンポジウム委員会規程 (1999，3.26.常任運営委員会承認)

(趣旨)

第 1条 応 }IJ 心収学の問):11 を図り 'jt: 会の jJJ~ 興を i玄| るために 。 11 本此、川心J~j!，γ'会(以下 r本学会」という)

に，シンポジウム委員会をiFfく。

(組織)

第2条 シンポジウム委員会の委LJ.(以卜 「委員Jという)の広数は， {~' 1名とする。

2 委員長は本学会'，t[¥'fTjlli'!冷委μ会で選山する。
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3 委員長は常任運営委員より委員を指名する。

4 委員長は，必~に応じて常任運営委員会の承認を得て，運営委員より委員を指名することができる。

5 委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨げない。

第~ 3条 シンポジウム委員会には 必~に応じてシンポジウム委員会協力員 (以下「協力員J という)若干名

を置くことができる。

2 協力員は，本学会員(学生会員を含む)の中から委員長が指名する。

3 協力員は，委員の下でシンポジウム委員会の業務を補佐する。

4 協力員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

~'i4条 シンポジウム委員会は次の事項について検討する。

(趣旨)

1 . 本学会主倣'のシンポジウムの企画 ・立案および開催

2. 本学会が共催あるいは後媛するシンポジウムの企悶 ・立案および開催

3 その他，大会主催校の要請に応じて必要な事項

日本応用心理学会広報委員会規程 (1999.3.26常任運営委員会承認)

第 1条 日本応用心理学会(以下 I本t学会」という)の業務について問知を図るために，本学会に広報委員会を置く。

(組織)

第 2条 広報委員会の委員 (以下 「委員」 という)の定数は， 3名とする。

2 委員長は，本学会常任運営委員会で選出する。

3 委員長は常任運営委員より委員を指名する。ただし必~に応じて 常任運営委員会の承認を得て運営

委員より委員を指名する ことができる。

4 会の承認を得て運営委員より委員を指名することができる。

5 委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨げない。

ti'i 3条 委員会には必要に応じて広報委員会協力員 (以下「協力員Jという)若干名を置くことができる。

2 協力員は，本学会員の ~IJから委員長が指名する。

3 協力員は，委員の Fで委員会の業務を補佐する。

4 協力員の任期は21:1ニとする。ただし，再任を妨げない。

第4条 広報委員会は，ニュース レターの発行等， 必裂な広報活動を行う。

日本応用心理学会研修委員会規程 (1999.6.18常任運営委員会承認)

(趣旨)

第 2条 応用心理学についての研修活動を行うために 日本応用心埋学会 (以下 「本学会」 という)に研修

委員会を誼く。

(組織)

第 2条 研修委員会の委員(以下「委員」という)の定数は若干名とする。

2 委員長は本学会常任理'討委員会で選出する。

3 委員長は常任運営委員より委員を指名する。

4 委員長は，必要に応じて常任運営委員会の承認を得て.運営委員より委員を指名することができる。

5 委員の任期は2年とする。ただし.再任を妨げない。

第3条 研修委員会は，本学会が主催.共{品』あるいは協賛する研修会に対して，必要な運営管理あるいは援助

を行う。
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日本応用心理学会第65回大会決算報告 1999"16rJ41-1 
於佳作大ヴ

11又 人 支

J前 要 ノi、L 'Mi t~荷 要 ノ、ペI¥f Wfi 
大会参加11:( 1，588，000 印!IJII'J.!i: 1，073，868 

(内訳) 正会員予約分 5，000X294 885，000 (内訳) 論文tR， プログラム，封筒

iF会員当日分 5，500X 37 203，500 ポスター.参加|はがき

臨時会員 5，500X 69 379，500 1弓通信. 案内文，振込用紙

院生 2，000X 58 116.000 コピー代.他

学生 1，000 X 4 4，000 通{に;t!t 617，776 
一一一一一一 ー一一ー-ーー ー』 一一一一一 一

発表資 5，000X 158 790，000 (内訳) 論文集郵送

論文集代金 712，000 プログラム郵送
一一一一一一 ー一 → 一一一一一一一一一一一一一 一一一 一 ー一 一一

(内訳) 予約分 5，000X 84 420，000 1句通信郵送.他

当日分以降 5，500X 52 286，000 宿泊t!t 215，430 

機関扱い 6，000X 1 6，000 父通貨 72，730 

プログラム代金 500X 5 2，500 人 f*~-'i: (アルバイ ト代) 647.100 

写真掲載事| 500X 4 2，000 文具 ・ n~if);;' ， .会場Wit'[j'， 407，979 

懇親会代金 509，000 懇親会1'1: 630，000 
一一一一一一一 一一 - - -ーー ーー一 一一一 一 一

(内訳) 予約分 5，000X 55 275，000 記念lull代 110，250 

予約分(1坑生) 2，500X 14 35，000 シンポジス ト・講師謝礼 285，200 

当日分 5，500X 28 154，000 7寸J六T~T ./以t'， 23，544 

当 日分(1涜 ~I.) 3，000X 15 45，000 大会込H ，，;~Ç; 貨 316，739 

機器展;GV( 250，000 準備委主i会会合貨 213，504 

善幸il展;)くv( 20，000 過入金~金 338，000 

学会本音1¥より補助金 600，000 送金返金T数料 2，202 

龍谷大学より補助金 470，000 繰り越し 1，162 

雑収入(利息など) 11，984 

ぷ，=1入 言| 4，955，484 ノ〉、 4，955，484 l二1

院査の結果，上記の収支が適正であることを誌めます。

1999 "=1三6}=J 9 13 

龍谷大?文宇部助教授小野寺 慶昭⑪

以上の通り，ご報告致しま寸 。

1999年6月10日

" 4，:応 ):I:J 心理学会N~65回大会

準備委員長 問中 間 人⑪
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1998年度決算書

JI¥( 人 支 1:1:¥ 

よ頁 !~! 主U J釘l 予算術! 1員 l三| 実 行釘! 子ft!古ri
r五二、三 f;: 5.620.500 5，040，000 第 65!"，!大会 filiIl)J 1'1 600，000 600，000 

j品 i!三度分 430.500 240，000 公l)fJシンポジウム 貸 280，000 250，000 I 

本 年度分 5，190，000 4，800，000 
6000 x 863 + 3000 X '1 !こj] 11~1 1 f;: 3，354.610 

fJt助 会 t'i: 50，000 50，000 機 !'l!;Jii志2円分 768，600 2，100，000 

'字' ヨノ三、 史 1，700，000 

「応用心理!二I::J阪|係 1，090，000 1，220，000 名 f.iV 748，650 

そ の {也 137，360 340，000 

的立金取j訓 1，310，312 1，310，312 

学会1";・奨励賞柏立金 500，000 500，000 jill 1'1 798，690 900.000 

学会史刊行積立金 810.312 810，312 機関誌郵送 1'1 70，780 200，000 

学会 史郵送1'1: 178，410 100，000 

雑収 入 309，496 100，000 ミニjffi(;J![E!(j差1!i: 80，320 100，000 I 
名簿|其Jf系 [~(jË f;: 232，940 350，000 
てヲ の 他 236，240 150，000 

機関誌編集 f;: 37，628 250，000 

'学会 史編集 f;: 155，000 250，000 

さいころじすと![E!(j三位 39，491 50，000 

J/'i学会II¥J連絡会会'Ei 。 10，000 
「応用心底!士JI主|係先 402，019 620，000 

学会民 ・奨励111五日系経伐 94，500 120，000 

交 通 1'1 532，760 

務 1!i: 526，955 750，000 

ア jレ /'I イ ト f;: 1，473，800 1，350，000 
、f fi前 1!( 。 291，422 

8，380，308 7，720，312 8，295，453 11，031，422 

前年度繰越金総告a~i 3.511，110 3，511，110 次年度~~JÙ越金総'仙 3.595.965 200.000 

名簿作成積立金 。 。 f， ii1，t 11:0 !iX: 1'i'l "1: {lz 200，000 200，000 

予会史刊行積立金 。 。 学会史ずIJfJ 1'i'l，'i:金 。 。
自ii{!~皮純繰越 金 3，511，110 3，511，110 次il':I度純縦雌 金 3，395，965 。
ノ、、 11，891，418 11，231，422 

z、、 11，891，418 ! 11 ，231.422 11 11 

以上の~重 り 利 liaあり ません。

、ド成11年7)J 20!1 

昨日育委員 I~ ) I '{;{ ⑪ 

112沓委員 山本 児⑪



( 57 ) 

1999年度予算書

~ jz 人 支

王兎 同 予算古~'j 98年度決算紅l Jl;j 七| f' J，~[額 98年度決算倣
之、 1'.i: 5，520，000 5，620，500 第 661"1大会補助貨 600，000 600，000 ヱズ

過年度分(401.'，) 240，000 430，500 学会1'i・:1足励 賞 60，000 60，000 

本i~ 度分 (880名) 5，280，000 5，190，000 心l虫学，it;学会連合従 30，000 

;;t; ，学会1::1連絡会会 t'J: 10，000 39，491 

鈴助会主t 50，000 50，000 シンポジウム ・講演資 300，000 280，000 

「応用心開!:J関係資 870，000 402，019 

「応HI心JlIl士J1期{系 1，220，000 1，090，000 

委以 会 1舌重)j W 900，000 227，128 
積立金I収i1'rl 。1，310，312 '手会史編集委員会 50，000 155，000 

機関誌編集委員会 300，000 37，628 

~'if Jljz ノ¥ 250，000 309，496 学会î~t.奨励賞審会j委員会 50，000 34，500 

シンポジウム委員会 100，000 

国際交流促進委員会 200，000 

広初委 w会 100，000 

研修 委以会 100，000 

Hl I I~ iJ 担t 3，200，000 3，354，610 

校日 |期 "心、 2，800，000 

J1二 半I~ 1.¥/;1 係 150，000 

そ の 他 250，000 

通 t'J: 800，000 798，690 

機 関 誌郵送~ 300，000 

広 報|英|係郵送伐 200，000 

そ の 他 300，000 

交 jill 1di: 600，000 532，760 

アルパイ 卜貸 1，250，000 1，473，800 

j'yケ7 600，000 526，955 
ゾ

fi1li 1~正 515，965 。
7，040，000 8，380，308 9，735，965 8，295，453 

前年度*~~I也、金総釘! 3，595，965 3，511，110 次年度総選金総古~j 900，000 3，595，965 

名簿作成H'1立金 200，000 。 名簿作成績立金 600，000 200，000 

学会sef1liJ積立金 300，000 

前年度純繰越金 3，395，965 3，511，110 ;欠イト!支純繰越金 。3，395，965 
ノ入 10，635，965 11.891.418 ノ、 10，635，965 11，891，418 
" 

， ， 
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日本応用心理学会常任運営委員会議事録

1999年度第 1回常任運営委員会

U 11寺 1999年5月141=1 (金) 18: 00 ~ 20・30

場所:東京国際大学国際交流研究所

山 Jlt;!~d-:稲毛 ・浮谷 ・内海・ 大久保 ・大島 ・大塚・

小野・垣本・越河 ・長塚 ・馬場 ・林-

平野 ・福原 ・藤田

事務局(荻野 ・岩間 ・隊撤)

報告事項

1. 1999年度(第66nm大会について(稲毛会長)

「今の子どもを理月平する」というワークショッ

プの提案がなされている。

2 機関誌編集委員会(越河委員)

24. 25号の編集作業が遅れているので急いで

作業を進める。

学|筋会著作権協議会への41-1からの加入にとも

ない i応用心1m学研究」の掲載論文の著作権が
!ふ):1:1心底!学会にあることを明記する必裂が生じ

た。これを機会に，投稿規定，執筆規程の全般的

見直しを行う予定である。

3.認定「応用心理士J事務局より(浮谷委員)

平成 11年度前期申511jを受け付けている。

4.学会民 ・奨励賞選考委員会より(荻野事務局長)

迎営委員に学会賞 ・奨励賞の推薦依願状を送

付。5)'1 28日が推薦の締め切りである。

5 学協会著作権協議会との契約について(荻野事

務局長)

本年から契約(費)'1'1"1二1:1:12000I'J)。著作tfrrが日

本応用心理学会にあることを定めた役私規定を要

求されている。機関誌編集委員会にこれを雌り込

んだ投稿 ・執筆規定に改訂する案の作成を依頼し

た。

6.その他

科研費の業務が日本学術振興会に委託されたこ

とについて文部省から連絡があった。

務議事項

1. 1::1本心理学諸学会連合会HlJについて

|二|本心理学諸学会連合から送付された会則につ

いて，会長および事務局長より応対j心理学会とし

ての刻]，L、について以下のように提案され fポさ杓ヒ。

① 会HIJ.市111HlJ案について原則として針成する。

② 学会のiE会員数を最新の 1，007名で報告する。

③ 理事(会員 1000名以上2名)として会長.事

務局長をI:Hす。
2.研修委員会企画検討委員会報告について

企~lij検討委員会では研修委員会を設置すること

が適吋であるという結論にいたった。明!FI:Iとして.

認定 i]ぶ)↓l心理土Jの研修，生涯学河の視点，資

絡を山している諸学会も研修の機会をもうけてト

レー二ングを受ける機会を提供している等が挙げ

られた。

次1-;:;1.研修委員会規程案を事務局より提出する

こととなった。

3.委員長選出

下記の通り符委員長の選出が行われた。

1) シンポジウム委員会委員長 .平野

2) 国際交流委員会委員長 :長塚

3) 広報委員会委員長 林

4. 認定 「応対j心地!土」関係平成10年度決算

、li.]iJt 10年度決算について岡村委員長の代叫と

して浮谷委員より説明があり，承認された。

5 平成 10 年度決~[

平成 10年度決算について荻野事務川長より説

明があり欣認された。

6. 認定「応用心理士」関係平成 11年度予算

平成 11年度予算案について浮谷委員より説明

が行われ永認された。

なお，今年度より，研修委員会が投出されるの

でM修に関わる予算を削除，広報|剥係資について

は，広報委員会が設歯されたのでこれに|刻わる予

J}iLも削除された。

7. 平成11年度予算

平成 11年度予算案について事務)，，)長より説明

が行われ継続審議となった。

従来との変更点として.委員会活動資を n~1毛 lil ti1

'i!t.通信政，交通費，会議会合費等とする。{I:I.し

大口の印JIJIJ1!(等は含まないことを雌認した。

8. 2001年度(第671亘1)大会開俄校について

荻野事務防長より，岩手県立大学から|片Hl'iiの 1.1.1
し山があることが報告され.承認された。

9 新入会員秘資について

正会員として 23名，学生会員として 1名の入



会が子氏招された。

1999年度第2回常任運営委員会

LI 11.'): 1999年6月18日(金)18: 00 ~ 20 : 30 

場所 : 東京国際大学国際交流研究I~r

山山首 :稲毛・浮谷 ・内海 ・大久保 ・大塚 ・|市j，H・

小野・神作 ・越河 ・|刊rt'(問) ・長15i-
þ'~J;易 ・林・ 平野・福lオt . T[I刊・藤|子|

事務局(荻野 ・神田・ 混|干1)

干I~f!r ~J;r. Jl:!i 

1. 1998年度(第65[Eil)大会決算報告 (阿rt'門人
前大会委員長)

会計報告が行われ，承認された。

2. 1999年度(第66回)大会について(稲毛会長)

(1) 6月15日現在の参加申し込みは229名発表

1.1，1し込みは153名。

(2) プログラムの発足は 8)=Jはじめになる見込み

である。

3 機関誌編集委員会より(，@g州委員)

本日第11TII編集委員会を行った。

現在の投稿論文は 10編(採択 1縞i.不採択 l

編.審査r:l:r3編，査読者選定巾5編)

25月をできるだけはやく 山すよ うに作業を進

めている。

4. ヤ会史編集委員会(荻野事務I"j長)

村井委員長より補遺発行のための資料収集への

I%j})] ~aj[;があ っ たことを伝述。

5. LI本心理常諸学会連合第1巨!日!事会報告 (稲毛

会長)

第1回理事会が5)eJ 15日に開催され，)，t.--;m心
主!学会から稲毛会長と荻野事務I"j長がHf!事として

出席。連合の会則が大きな変史なく奴択された。

諸役員が選出された。

6 心rm学諸学会問連絡会報告 (林委員)
(1) 6 )-J上旬連絡会の会議が開催された。

連合の機能がはっきりせず，連絡会のそれを

果たせるのかという疑問がI:L:され.この点につ

き，連合に打診する。

連絡会の機能を果たせるのであるのなら連絡

会を解消してゆく。

7. その他(荻野事務局長)

(1)岩手県立大学から 2001年度の大会を引き受
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けてもよいとの返事があった。

(2) ，γ中|、i1討議卜11休の'-1-'âi~ 手続きを行 っ た。

(3) '7・j，j、ih!;一報セ ンターによって大会発表論文集の

f~ -f図書化がh われ ， ネッ トワークを通 じての

利州に応じて利用料が支払われることになる。

これについては 論文の著作権が学会に帰属す

るなどその扱いを'VJli官にする必要がある。この

点が認められれば.発表論文集の電子図書館

サービスへの移行を承諾する旨を，情報セ ン

ターへ返答;する予定である。(移行は了示され

た。)

審議事Jl~

1. ~ろを会員の推薦

大鳥貞夫.LLJ Ii!i]淳ーrrlJ京弘之の三氏を推薦する

ことが承認された。

2 学会賞 ・焚l励賞j;j"l2次選考

学会賞 ・焚励賞の第2次選考を行い.選考委員

会の第 1 次選巧結束:に基づき以下の~重 り決定し

た。

-学会i"t 1自Jj1新宏氏

・奨励賞 1.1-' 紅仙氏

3.研修委員会規程について

事務!日jj起案のJJfl案通り承認された。

4 待組委員会委員選山

行委員長から指名があり下記の通り決定した。

また研修委員会委員長が選山された。

(1) シンポジウム委員会委員(平野委員長)

11'J IfiJ.藤FFI

(2) 国際交流委員会委員 (長塚委員長)

垣本，お';1)1'(， TI問，判:)1ー

(3) 広報委員会委員 (林委員長)

J字谷. t~1 1作

(4) 研修委員会委員長の選出

大久保委員が委員長として選出され允。

5. n忍定 1)むHJ心耳H=I二」関係 1999年11E予J，;L(1品1

:H委員)

認定 「応)，I:J心辺!=I二」事務局長より提案された予

算案の通り 7Ji;，認された。

6. 1999年度予鈎について

事務局長より促案された予算案が， 一部訂正の

上，承認された。

7. 新入会員審査 (荻野事務局長)
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I~'}寝苦u ::t，を含む 19 名の入会がポ泌された。

1999年度第3回常任運営委員会

1-1 11寺・ 1999年7月23EI (金) 18 : 00 ~ 20 : 30 

場 所・富土短期大学高田記念図書館

出J45者:稲毛 ・坂野 ・浮谷 ・|村海 ・大久保・大塚 ・

岡村 ・小野 ・越何 ・長塚 ・'-IJ村 ・馬場 ・

林 ・平野 ・福JJf(• 藤 |壬|・ 正問・村井

事務局(荻野 ・岩日j• Ti長itjD

判2告司j:.f!'i

1. 1999ま|二度(第66巨1)大会について(稲毛会長)

大会プログラムの発送作業を急いでいる。

発表件数 140{11二前後の見通しである。

2. 2000年度(第67回)大会について(坂野副会長)

大会期日を 2000年9)=19，101-1 (1:. 1"1)と

したい。

3，委員会報告

1) 機関誌編集委員会 (越河委員)

I編を原著. 1編を資iG!として審査を終了。

公1mシンポジウムを例せて 25けを発行する。

2) 学会史編集委員会(村)1一委員)

.J:flij立を出すための資料を蒐!:Rしている。

3) 国際交流委員会(長塚委員)

委員会として。学会としての国際交流の進め

方について意見の交換とI;!;搬の収集を行った。

2002年にシンガポールで開催される国際

応用心理学会への参加を11子びかける。

同じく同大会で応用心J!fl学会主倣』のシンポ

ジウムを開催する。

来年度ス トックホルムで開催される国際心

理学会への参加勧誘を行う。

国際的研究活動を行う。

他学会に国際交流委員会ができたことを通

知する。

国際学会に関する情報促供を1-1う。

4) 広報委員会(林委員)

「ニュースレター」の先行を予定している。

4 事J先局より

1) 名誉会員の推薦について

名誉会員に推薦することについて，大島，仁IJ

JJ又LlJ岡の三先生のご承諾をいただいた。

2) 論文集の電子図書化について

今大会より . 大会論文集に比j jlt~ される論文;の

著作総は/，t、1*1心L1l!学会にあることを，大会の)Jfl

M募集の段階で告知するようにしたい。

3) 山口県宮科学技査研究所から賛助会員のI-[Jし

/J:¥あった。

4) 平成10年度決算の会計監査を受けた。

5) 人|削工学会からシンポジウム 「カーナビ ・防

祐泡話の利}'[=I性と人Ijo¥1工学Jの協賛依頼があり

承諾した。

6) 機関誌への広告掲載について

会員斉藤勇氏(立正大学)の協力を符て広告

の募集を行うことを了承されたい。

審議事項

1 研修委員会委員の選出

大久保委員長の指名により，以下の通り決定し

た。

大 J~'(， I耐村. 日:1仁IJ(富)，旧中(昌)，荻野。

2. 目立脊委員の選出方法と任期について

事務局長より. 会計ll隙:詑1主査の任j刻期0別iおよびj選望L山1.¥1舟守{休木

について|旬明り川Ili'{i;一にする司事Z幻行刊1，カ)川j

{碓d准rrii.認忠した。

院育委員は運営委員以外の会員から選出する。

H:Jltlは2JUJ 4 fl二位をめどとし，litL12fの任を終

えた場介はその後jj_!常委員となることを求める。

3 新入会員審査

正会員として 15名，学生会員として 21"，の入

会を7/日ちした。

4， 2000年度(第67巨1)大会日程について

2000年9J=19n (-1て). 10 1ミ1([=1)のId，jLIの!日l

俄日料を承認した。

会員異動

新入会員 (1998.4 月 ~1999 . 3 月)

(氏名， ① 現住所， ②19r問)

三浦麻子

①干567-0041 茨木市下穂積4-14-703

②大阪大学人間科学部

吉日:1 恵

①干020-0114 盛岡市高松3-18 -22 

石FFI真知I-f

①〒981-0942 仙台市青葉区貝ヶ森 1-24 -16 

②東北大学医療技術短期大学部 助教授

kkk
長方形

kkk
長方形

kkk
長方形



以江 市

①干179-0081 練馬|ス，:，1ヒ11116 -32 -34 -312 

②お茶の水久一子大宇大ヤ院人 I:~j 文化研究干|惚fT似

l攻、利乍咋攻助教授

i主辺ナツチ

①干130-0004 宅問区本J~r3 - 1 3 - 6

②ðII以)ム;J~看護 E11 門学校 ':IJ任教員

川知11 実平11

①干653-0014 相11戸市長問区御Ji:&j凶6-10

②t'kj内大'学大学|涜社会学研究科卒|会心開I'f:'，1/攻博

_L:ぶf!;!

Jii.~iT '''1・

①干187-0004 小、Ii.市天神川11-107-18

②桐|法付"d~大宇教授

以上 íliH~t. 

①干565-0825 吹田市山間北 15-1 -211 

②パーソネル・マネジメン卜 ・セ ンター研究常常長

大佐賀 枚

①干981-0933 (111台市白菜灰仙本 2-5-13-103

②東北'学院大ヤ大学院l夏予系研究科ノ|可制鮒mn;lj御
'7~~bi州市111)泡 11)虫学分野在学

坂本 JJ卜f

①干422-8021 静岡市小山 1-33 -22 -A -104 

②j{利知則大宇n護科 助T
夕、代 llSi(' 

①干116-0011 荒川区州尼久5-9 -8 -203 

②都心;保健科学大宇看護予科 ~b~ {:lli 

!'í~ ~) I 

①〒121-0813 ).L立|ヌ竹の啄 1-4 -25 ' 102 

②東海銀千I 国際資金百11 券金凶陥I ~ 行員

1XJJY( )jjj-f 

①干160-8582 新宿lズ信濃IIIJ35催l忠義制大'苧病

|災者;護鮒禦

②}劉lftLi'皇制大学病院 右，.盤附

加藤 公保美

①干206-0812 稲城市矢野仁1874-4 -207 

②東kKlI以北多摩看護匂門学校 教諭

大谷 川-f

①干273-0005 船僑市4~ IIIT5 -8 -5 アメニティ

プラザ501

②千柴県立 l*r/~ 帰!期大学助手

)1: _t )( 代

①〒206-0823 稲城市平尾 1-35 -2 

②l リIìi台予|坑大 ，.t火苧 ifl~心rm 'Y干;1 教段

里子111.it-f 
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①干161-0034 新宿j:)(: _tl~介 2-22 -23 上詐fT

J¥イツ301

②*広町I~ ，'/大塚看護，:Ilt"j学校 41任教μ

イ1111 1;'>1-f 

①干73幻7-0∞O∞O旧1 ~呉i lバ巾|打1阿賀北2-4-3

②呉みどり ケ|日7

布』胞包 J品h記品!，-チ子

①〒244-0801 flIf浜市戸塚灰仙波IIIT553-1

パークヒルズJ-811 

②11'稲FFI)，，'}:大学院文学研究科

償 |人) liti夫

①干606-8031 )~( KI~ 1打左京|天修判涜filjilliRlIl)13 -9 

② ，'(ff(jy:-(，:':j等学校 教諭

高木口十I

①干520-3221 滋釘県甲賀ltIll干l阿1111ブ:妥 1201-1 

②i也谷大，}:大 'y:j~'E文 'γ-研究fij

|而jlli奇点Ef!-J乙

①〒57苅8-0ω93詑2 東大阪市7五d巾!科4叶州川川H川川11川|円]東 1-寸3-2幻1 

τ |ドii!{ l'呼か刷F宇引、~I

①干60凶6-8幻38剖4 )点;文L 百m郎I~叶干司市|打T左京R灰.川 占端;出白 i泊凶 J必4川 上ル新

ノJ:i1H111]' 102 -1 リヴァクIIWI1205

②);( nl¥}，:'戸大乍|坑教育マ:研究HIW上aJliN化学
)JllJl，J 十'JT

①干501-3771 美村~~ flî大矢川 1058

②11皮lii大学教育宇部助教段

山本 ';~F栄子

①干606-8417 京都市主京17ri'I::;'j阿川111182-27

②i'i11谷大宇文乍{引先科教育乍hlJ攻修上1T"苧

前1'11 美佐

①干533-0004 大阪市東淀川灰小松2-4-4 YS 

ハイム201

②ア yプ リカ葛西株式会社

小R1 ig:-f 
①〒536-0008 大阪市城東l又|共H=I1 -17 -30 

②米111';;;'己法律事務所

大liij 玲-f

①干573-0071 枚方市茄子作1-12 -1 

②校出川市家峰山:hl't~仏談室 主幹

与1以 {郁夫

①干869-0454 寸:1:市三角111]大間尾内黒岩990

②仰 ス平I1 化学研究J~r熊本霊長類パー ク I ~r長
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鵜殿俊史

①干869-0424 字二|て市 t~1 1馬 IIIJ653 -3 

② 側 三和化学研究所熊本従長知パーク 課長補

:'1' 4( 1リf

①干869-0422 宇土市入地IIIJ85-7

② 附 三和化学研究所熊本箆長iJiパーク 係長

大防喜美子

①干520-0001 大津市滋賀盟3-9 -34 

②|山田保育福祉専門学校 専任論r:lli

北村陽子

①干520-0241 大津市今堅1112-7-2凶EEIハイツ2-A 

②近江八幡市立市民保佐tセンタ一 発迷相談員

来llfl 岳史

①〒589-0007 大阪狭山市池尻ItI2-2-1O

②級111:軍社会事業団救|比軍希望館

神戸一秀

①干468-0008 名古屋市天臼区一本松 2-606 

JLrfltt B -102 

②中京大学文学研究科修上淑粍心血'学専攻在学

;j"iUII 真美

①干567-0017 交野市旦FFI北3-23 -6 

②京都教育大学大学院 在学

イi川 智久

①干525-0054 草津市東欠fr3 -35 -40 

②龍谷大学文学部日本語11本文学科

Wllf 諮問

①〒206-0025 多降市永IJJ2 -19 -23 フィ ル

コート 1-105

②市京大学文学部心Jlj1学科 助手

I":J柑11 信子

①〒101-0064 千代EFI区猿栄111]"2-3-4 

②文教大学人間科学部 教授

イ/γ々木 美智子

①〒899-5431 鹿児島県姶良部始良III r ~刊旧12153-3 

②鹿児島短期大学 非常勤iliWf:lli

1114( 悠子

①〒004-0021 札幌市厚別|玄背集111"17-4-21

②北海道大学歯学部附}:'fi病院特殊術;j'，1治療部言語

治療室 助手

品目("1-)羽i子

①干651-1233 神戸市北区日のIh革3-3-3

②甲南大学文学部人間科学科 l隠~.IW ~I:-:

幼1i内 ー未

①〒329-2712 栃木県那須郡西那須野町下永岡

1 -981 -1 ディ アコート司302号

②匡l際医療柄(:JI:大学保健学部看護学科 助手

仰林 奇ーl土

①干220-0033 繊浜市西区東ケl王73-1 -207 

②昨馬パース看護短期大学 教授

}II除 節-f

①干285-0867 佐倉市八幡台3-16 -4 

②東京国際大学大学院在学

羽田 千恵子

①干520-3244 滋賀県昨l賀郡甲凶111"]北山台4-9-6

②滋賀県守中津養護学校 教諭

広川 律子

①干546-0044 大阪市東住吉区北|干|辺4-21 -2 

②愛徳t'i';fJI:会l:ii大阪療育国 主任心理!判定員
古賀奈美

①干816-0931 大野城市筒井2-8-11

②乙金病院 心埋土

杉本総<=ij

①干862-8001 熊本市武蔵ヶ[j-_7 -1 -23 メテ

オールミヤタ 301

②熊本大'学文学部人間科学科 助教授

谷川 弘治

①〒811-4162 宗像市青葉台2-5-5

②阿砕i!，('学院大学保健福祉学部 助教授

巾やj ]11良子

①〒525-0036 草津市草津IIIJ1645 -61 

②市沖市役所児童家庭訪! 心Jlll:1'1はE員

仁Il，H 1径一

①干525-0035 草津市草津111]"1645 -61 

②l~J 津市役所児童家庭訪! 発迷相談員

本間 真知子

①干673-0875 明石市大蔵天 ~IIII IJ22 -25 -503 

②i龍谷大'字文学部研究科教育学専攻大学院

後藤有美

①干690-0023 松江市竹矢IIIT1755 -1 

②安来第ー病院 |臨床心理士

小林 11炉 |三

①〒097-0013 相内市若葉台2290-28 

②利1)')北里乍悶大学情報メディァγ:HII

北村 皆ー

①〒188-0013 旧無市向台111]"4-20-51

②東京都立北養護学校 教諭
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小t: 11目、17.
①干606-0015 京都市左京|支え;;命11将校111]1125 -2 

②1，;1志社大学 l照託諮r:ni

安部員喜子

①干370-0069 高11崎市飯塚111]605 -6 

②清水内科医事科相談室 相談常カウンセラー

沖'iiT f'lt-f 

①干279-0031 浦安市抑浜2-15 -9 

②厚'1中火病院

米企1'*

①干102-0074 千代田区九段|有2-3 -37 あや

九段ビル3F 日精研リサーチ主:11克気付

②主l団法人 ・中国 ・大連1m')吉区rl-'11文化交流協会

秘書長

高城寛志

①干602-0000 京都市上京区大寓通上長者lIil下

jレ藤]5.自11111]608 

②担!孟川市役所保健衛生音1¥健康問進課発述十1:1議員

|共!谷健

①干616-8374 京都市右京阪脱 Illjt天む ~'ï' 北造路

111 r 18 -5 -2 -404 
小t: i立一!こ
①〒606-8257 京都市左京区北白川内伊織111]19 

i河川マンション 1-A 

②龍谷大学文学研究科教育学教育心J"Jl咋攻修上

若山 FI~ 子

①〒216-0011 川崎市常前阪大蔵3-1 -7 -304 

ウィンザーハイム宮前平アーバン

②お茶の水女子大学大学院研究'1

小野|干| 恵

①〒359-1125 所沢市南住吉 10-27 ジユネス・

ドミール303

②東京家政大学文学部心理学教育学科 助手

tfiJ !)ft K.-c -)三

①〒606-8102 京都市左京区高野洋/71(111]167 -106 

②点目1¥大字大学院教育学研究科問土諜料

磯野友紀

①〒606-8102 京都市左京|ヌ高野清水111]"152 

高序正'(<方

②京都大'学大学院教育学研究科 IW土~;m科

加藤 n念
①干162-0828 新宿区袋IIIT10クレスト森本402け

②東京~J!科大学理学部第一部教養学科 専任前向li

( 63 ) 

1M音1¥ i;';(-f 

①〒606-8396 京都市左京|玄下堤111]89 -302 

②京都大学大'f:院教育判リf究'1411本学術振興会 判明l研究員

松AI 千百E

①干622-0003 京都府船升Jt[1岡部IIIT新111]118 -4 

クラウンハイム岡高1¥803

②京都大'字教育学部 11 本学Wi~J_~興会 特別研究員

坂野 校

①干611-0011 宇治市五ケ庄 .m:!.塚 1-4

②糾l戸約げn久子大γ文学HI¥人間科学科 教授

吉田 恒彦

①干635-0065 大和高I'FI市東':1]1-8-2

②龍谷大学文学研究干;1教育心理学専攻 助教授

荒木美知一!こ

①〒611-0043 宇治市伊勢旧111]蔭凹 1-27 

②京都教育大宇 非常勤講師

戸高 師1I!:l

①〒471-0875 盟|干|市 内7場111]7-17-1

レジデンステクノ 2-C

② トヨタ |こ|動 'IUL州

浜I'FI 平|卜j二

①〒799-0712 "是媛県宇降榔土井111]大字入野981

山 |人j病院Jfi住民打宅

②山|刈病院 心I:111-'

些l愉 !J)j美

①〒814-0143 t，.，¥ li!tJrI'i IJlX尚区けl片江6-21-11-201

②11古fリl病院

山本 志

①〒350-0415 Jf.jT県入1[llftll越生町l二野1101-12 

②東点国際大守'人1/'1111会学部助教授

|到底打!{'白

①〒603-8179 J久郎市北|玄紫竹上村正 ノ本111]55 

村IJノ木、n1 
②龍谷大'苧文予研究科教育'学専攻教育心J]lヤ大'γ

|坑修上

十EI 給付げ

①干654-01 03 r~1 1戸市須磨区白川台 2-45 -3 -702 

②流通科学大宇大学院流通科学研究科修上税料

仰阿 直-f

①干605-0878 ;j-(.ml¥rliJ，J芝山区大和l大路通五条 |ご

ル東入芳野川79

②龍谷大学大学院文学研究科教育学専攻在学

杉|干1 IYI宏
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①干350-1177 川越市かわっる三芳野1-37-104

②大東文化大学文学部教育学科 講f1ili

森 崇王

①干160-0023 新宿区西新宿8-17-4 成山荘

②慶応義塾大学大学院社会学研究科社会学専攻在学

藤原 忠、

①〒522-0043 彦根市小泉IIIJ99 キャロ ットハ

ウス106

②地域療育センターひまわり教室 心理判定員

;)1凹裕司

①〒610-0661 田辺市田辺十曽1-1

大島 美和

①干572-0084 寝屋川市香盟南元町 1-11 グラ

ンドハイツ2-204 

②龍谷大学文学研究科教育学専攻修士課程

長崎純子

①干605-0981 京都市東山区本IIIJ7 -20 ジュネ

ス東山302弓

②龍谷大学文学研究科教育学専攻

卜部敬康

①〒663-8135 西宮市ヒ問問11I}3-43-1106

②龍谷大学非常勤講師fi

山本 陽子

①干600-8184 京都市下京区間之町通花屋III}下

ル天神町401-1 チャイル 卜・ ワン301

②龍谷大学科目履修生

竹下 秀子

①〒522-0029 彦根市地蔵IIIJ120-104 

②滋賀県立大学人間文化学部

LiJ田 泰之

①〒168-0072 杉並区高井戸東4-9-11 ジヨ

イフル高生|戸弐番館409

②東京医科大学病院 看諮土

東方 愛

①干602-8276 京都市上京区千本通上長者111]上

ル百万遍町88 アーバンカワキ902

②京都教育大学修士課程在学

木村 純

①干176-0004 練馬区小竹IIIJ2-45-5

②川中、l学困女子大学文学部心Jill学科 助手

IJU久絞

①〒806-1108 北九州市八橋西区黒崎平尾9-1-505 

②老人保健施設博慈苑 介護補助デイケア

北村久光

①干505-0062 松坂市小黒田IlIJ417-9 

②カルチャースクール学鈴 講座姐当 ・研究

花畑11 一吉

①干679-4233 ~姫路市林田 111] 下伊勢 588

②姫路市立増位中学校 教諭

柳原健次

①干901-22日宜野湾市志真志576

②沖縦国際大学文学部社会学科 教授

野附 みさこ

①干181-0012 三鷹市上連雀2-19 -7 STEPこ

ども発達相談室 心理教育相談員

小川 幸宣

①干520-0026 大津市桜里子IIIJ2 -1 -21 -401 メ

ゾンみづほ401号

②滋賀県立守山養護学校大津分校 教諭

上野悦子

①干176-0021 練馬区貫生|ニ1-23 -24 -214 

②子ども総合研究所所長

光定えり

①干152-0004 目黒区鷹番2-7-3

石田 信子

①干815-1352 福岡市南区鶴旧4-43 -30 

②西南学院中学校 養護教諭

守島 恵

①干600-8856 京都市下京区梅小路本町25 梅

小路スカイハイツA-209

②下京保育所高IJ主任保母

東海林則子

①干243-0032 厚木市，1~l1:， 1557 -2 エステ・ス

クエア本厚木1-707

②神奈川県総合リハビリテーショ ン事業団 生活

指導員

杉浦 智子

①〒602-0033 京都市上京区今出川通寺町東入

下ル米屋IIIJ288サン卜ハイム御所東901

②枚方市役所巡回相談員

1m川 牧江

①干350叩 0811 川辺市小堤549-281 

②社会福祉法人育心会児童育心祭 処遇診11処遇峨

庇|中 厚志

①〒605-0813 京都市東山区松原通大和大路東

入2丁目ロク 口町110-5 東山壱番館301
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②龍谷大学大学院文学研究科教育学専攻在学

赤啄 |径

①〒003-0025 札幌市白石|ヌ本郷通9丁目北3-6

石川マンション2-D埼

山口 一美

①〒180-0004 武蔵野市吉祥寺本町4-28 -3 

②立教大学大学院文学研究科心理学専攻

学生会員

森加代子

①干229-0034 相模原市共和11 -13 -19 

②創価li大宇教育学部在学101-'

手代木絞

①干168-0073 杉並区下高井戸3-33-10 

②文京女子大学人間学部 在学101]

木村 たき子

①干350-1257 日高市横手2-6-1

②文京女子大学人間学部 在学中

井上俗樹

①干560-0003 豊中市東豊'11111J6 -10 -52 -203 

②龍谷大学文学部 在学'1-'

98年度退会者名簿一覧 (57名 1998.4 ~ 1999.3) 

住所不明により退会 (10Z'，) 

王 背民，鈴木康美，大柿美!'jl子.幼rrl川 悦夫，

福原市二、 小林和|夫 小林 東， 1三1)1 写ヒ生ずf-[t，

小滝 慶 ¥ 鉄十1f日恵

長期滞納により退会 (6名)

i氏本逸雌， 限井広言~， {1e[政義|後.島袋 香 子，

浜田 11=1子。出永 裕

逝去 (3名)

謹んでご冥析をお祈りいたします。

鬼得 貞，}II+'I玲子，尾応| 成徳

退会 (38名)

三宅隆之，打凹莱草ii，金JI悦 I竺西村純ー

桑田 繁， 星野明子，張替直美，佐々木初夫，

御困~I二晴彦，永安美香子，波辺 洋一，五;)1:朱;t:，

八回智子，太田芳男， 内回誠也 辻川 知r.

渡辺 美香，安藤満代，安藤清志，市川 知-f.

佐多道子，岡村 千鶴， 平木典子，~É鹿{住吉.

( 65 ) 

悩)1 -~ ，'].佐野 j益，イiJ瓜日素子，渡辺はま，

|河本 ì-I~人.鳥越佐和子， 片jl!;J |攻佐藤和巳守

天~I~ l'仁川良，東依光彦，久米!友一，"l坂 郁夫

水口 有森 加代子

寄贈文献 (1998.4~ 1999.3) 

学会事務局に以 |ごのiif託、煩・著書が笥'l!目されてい

ますのでご利用下さ い。

第 51豆|交通調査 ・研究発表会要旨集(財東円本鉄

道文化財|生j) 1998 

東北教育心理学研究(東北大学教育学部教育心血

学研究宅)1998 第 6巻

]APANESE HELTH PSYCHOLOGY (THE JAPAN 

ESE ASSOCIATION OF HEALTH PSYCHOLOGY 

TOKYO) 1998 NO.6 

応用主|会'γ1肝究(東京国際大ヤ大学院長L会学研究

科) 1998 m8号

基{必心J1[!学研究( [-1 本 1j~ 礎心理学会 ) 1999. 3 

第 17:'[会第2号

健康心理学研究 1998 Vol.11 No.l， Vol.11 NO.2 

上智大マ 心理学年報 U:.智大学心理'学科) 1998 

第22在

筑波大字心辺!学研究(筑波大学心理学系) 1999 

第 21~ ; 

1 包気通信手;及 l!i 団研究訓苦nl~告書(屯気jß}恒 三戸'í'及

l~i l:rl ) 1999 NO.13 !， II 

東海大学紀1r! (教育研究所) 1998 第 61J

東京'学芸大学紀要 <第 l帝11門教育化"1'>(東京

学芸大学紀12出版委員会)1998.3 第 49:uふ1993.3

第50:!t 

学校教育γ'研究論集(東京学芸大学|民連合学校教

育学研究科) 1998 創刊り

名古 屋大'学教育学部紀~(名古屋大宇教育"1'fiID

1998 第 45.{会(心理'学). 1998 tl"o; 45 :;'会第 U j

(教育γ，). 1998 第 45之さ第2~ ;. (教育学)

人間関係学研究(日本人間関係学会) 1998 第 5

巻第 l号

安m!J:.-Jこ大'字'大学院文'判川究科紀主主 児単教育研
究(安|干|久子大学児蛍教育ヤ会) 1999 tr'i 8 ~ j 

山梨大学教育学部研究報告 (山梨大学教育学部)

1997 N~ 48号

早稲!壬l心理学年報(単稲田大学文学部心埋学会)
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( 66 ) 

1998 Vol.30 No.2， 1999 Vol.31 NO.1 

学術の動|古](1"1本学術|筋力lME!I)1998. 4， 5， 6， 7， 

8， 9， 10， 11， 12， 1999. 1， 2， 3 

科学:笥祭研究所報告 (科学留察研究所)1998 39 

巻 2弓

慶慮義塾大学大学院 社会学研究科紀要 1998 

第47号

産業安全研究所技術指針(労働省産業安全研究所)

1998.3 No.34， 1999.3 No.35， NO.36 

心理学専攻紀要(明治学院大学大学院文学研究科)

1998 第3号

学術情報センタ一紀要(学術情報センター)1999 

年第 11号

交通科学 (大阪交通科学研究会)1998 Vol.27 

No.1， 2 1998 Vol.28 No.1， 2 

指導と評価(日本教育評価研究会)1998. 4， 5， 6， 

7， 8， 9， 10， 11， 12， 1999. 1， 2， 3 

心理学ワール ド (日本心理学会)1998 心埋学

ワールド 1，2， 3， 4 

人事試験研究(E!本人事試験研究センター)1998 

No.167， 168， 169， 1999 NO.170 

テレコム社会科学学生賞入賞論文集(財団法人屯

気通信普及財団) 1998 NO.7 

テレビ ・ラジオ番組個人視聴率調査 (NHK欣返

文化研究所)1998.6， 1998.11 

放送研究と調査 (NHK放送文化研究所)1998. 4， 

5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 1999. 1， 2， 3 

IATSS， Review (匡|際交通安全学会誌)1998 

Vol.24 No.2， Vol.24 NO.3 

悲しみの前に(内田玲子)1999.2 

カウンセリ ングへの道(ウェズリ-P. ロイド著

福原真知子訳) 1999.1 

癒しの心理療法(酒井 充) 1999.2 

国立身体障害者 リハビ リテーションセ ンタ ー

rfiJf究紀要J平成10年第19号

産業安全研究所年十世 平成10年度

日本子ども家庭総合研究所紀袈 平成 10年度

第35集
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